
 １９９９（平成１１）年８月１８日

（水）、設立総会と講習会を同時に開催

しました。総会は、松屋町にある味覚

糖ＵＨＡ館（大阪市中央区神崎町4-

12）で開催されました。 

 記念講演は、大沼直紀先生（筑波技

術短期大学聴覚部長、現在：筑波技術

大学学長）でした。 
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 本会設立の直接的な契機は１９９８

（平成１０）年８月にさかのぼります。

同年９月１日に言語聴覚士法（公布平成

９年１２月１９日）が施行されることに

なっていましたが、直前の８月に言語聴

覚士の業務の詳細が規定された言語聴覚

士法施行規則の概要が伝わるようになっ

てきました。言語聴覚士法第４２条には

その業務として「嚥下訓練、人工内耳の

調整」とともに「その他厚生労働省令で

定める行為」とありますが、「その他」の

行為が施行規則に明記されていました。 

の補聴器講習会、愛媛大学の公開講座、筑

波技術短期大学公開講座が担っていまし

た。特に、愛媛大学公開講座には近畿圪区

からも多く参加がありました。 

 

 １９９８年８月に開催された愛媛大学公

開講座の際に、言語聴覚士法施行規則の内

容が話題になり、危機感とともに、近畿圪

区で教育オーディオロジーに関する意見を

集約し、互いに学び会える場が必要ではな

いかと意見が交わされました。 

 施行規則を読むと、「学校保健で行う聴

力検査以上の大きな音を出す聴力検査

は、言語聴覚士でないとできないのか？」

「聾学校での自立活動での聴覚学習は、

『補聴器装用訓練』ともいえるかもしれ

ないから、これも言語聴覚士でないとで

きないのか？」という疑問や丌安が出て

きました…。このように、施行規則に明

記された内容は、聴能担当者に危機感を

募らせるものでした。 

 このときまで教育オーディオロジーに関

係する講習会は、国立特殊教育総合研究所

（現.国立特別支援教育総合教育研究所）で

 

 第二十二条  法第四十二条第一項 の厚生労働省令で定める行為は、次のとおりとする。  

  一  機器を用いる聴力検査（気導により行われる定性的な検査で次に掲げる周波数及び聴力レベ 

     ルによるものを除く。） 

   イ 周波数千ヘルツ及び聴力レベル三十デシベルのもの 

   ロ 周波数四千ヘルツ及び聴力レベル二十五デシベルのもの 

   ハ 周波数四千ヘルツ及び聴力レベル三十デシベルのもの 

   ニ 周波数四千ヘルツ及び聴力レベル四十デシベルのもの 

  二  聴性脳幹反応検査  

  三  音声機能に係る検査及び訓練（他動運動若しくは抵抗運動を伴うもの又は薬剤若しくは器具 

     を使用するものに限る。） 

  四  言語機能に係る検査及び訓練（他動運動若しくは抵抗運動を伴うもの又は薬剤若しくは器具 

      を使用するものに限る。）  

  五  耳型の採型  

  六  補聴器装用訓練  

１．１９９８（平成１０）年夏 

愛媛大学公開講座での「会合」が本会の起点 
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近畿には愛媛大学公開講座

で講師を担う人材が多くいま

した。次第に、近畿で同様の

講習会を開催したいと強く意

識するようになりました。 

設立から現在までのあゆみ 

「言語聴覚士法施行規則」 

 ８月の愛媛大学公開講座で語り合った

有志を中心にして、組織化に向けて再び

集う必要性を感じ、９月の京都聴覚障害

教育研究会の終了後に第１回の「設立準

備会」を設けました。その後、冬にかけ

て設立準備会が開催されました。 

２．１９９８（平成１０）年秋 

 

（１９９８年８月：愛媛大学公開講座開催時に参加した近畿の有志で協議） 

 第１回：同年９月１９日（京都で開催。設立の目的と活動） 

 第２回：１１月２３日（市立聾学校で開催。名称、組織、活動内容） 

 第３回：１２月２６日（市立聾学校で開催。公的組織をめざすこと） 

 第４回：９９年２月１１日（市立聾学校で開催。会則、役員、活動計画） 

設立準備会 



Page 3 

 設立準備会は休日等に

手弁当で近畿一円から参

集して、文字通り活発な意

見を交わしあいました。 

 教育オーディオロジーの組織は、１９

７０年に全国組織が設立されたことがあ

りましたが、数年で姿を消してしまって

いました。「教育オージオロジー研究会」

という名称の全国規模の組織で、会員数

９５名。事務局があった大阪市立聾学校

に、会報の創刊号が残されていました。 

 「教育オージオロジー研究会」は、個

人会員とすること、私的組織であるこ

と、全国規模であること、会員対象は

「聴能教育に関心を持ちあるいはその研

究に従事する教師・医師・理工学者・心

理学者および技術者等の個人、またはそ

のグループ（一般会員）」で、補聴器メー

カーや販売店も特別会員になることができ

ました。 

３．１９９８（平成１０）年１２月 

 第４回の設立準備会（９９年

２月１１日）…大阪では珍しく

大雪の日に会議をしたこと

は、当時を知る人たちの間で

は語りぐさになっています。 

 施行規則が出されたのが８月。翌春に

言語聴覚士の第１回国家試験が実施され

ることになり、現任者が国家試験を受験

できるようにするための「指定講習会」

がその年の１２月から始まりました。 

 近畿の聴能担当者は、学校の業務を続

けるためには「言語聴覚士」の国家資格

を修得する必要があるかもしれないと感

じ、こぞって指定講習会を受講し、国家

試験受験に向けての「猛勉強」が始まり

ました。 

 近畿圪区での１２月の指定講習会は

大阪府吹田市のJICA研修センターで行

われました。９０分の講義が１日４コ

マ、合計１０日間続きました。講習を

受講した近畿圪区の聴能担当者が休憩

時間（や授業の間に）に近畿での教育

オーディオロジーの会の構想メモを作

成・回覧したこともなつかしい思い出

です。 

過去にもあった「教育オーディオロジー」の組織 

会議の論点‥ 

 設立準備会では右のような項目を論議

しました。 

 

 １９９８年１２月末の会議で「公的組

織を目指す」ことが確認されると、３学

期に開催される校長会の承認を受けるた

めに、急ピッチで活動計画のとりまとめ

や準備資料の作成、各校での説明資料の

作成などを行いました。 

１．何のために設立させるのか？ 

２．既存の研究会等の相違点は何か？ 

３．公的組織とするか？私的組織か？ 

４．どのような活動を行っていくのか？ 

５．会費は徴収するのか？その方法は？ 

６．運営組織は？ 

７．会則は？ 

８．会の名称は？ 

９．会員対象は？   など 

１９７０（昭和４５）２月に出された

「教育オージオロジー」創刊号 

 入会の勧め」には『この会は私どもの自

主的な会であり、民主的に、又何ものにも

とらわれず、会員相互の情報交換や研修に

いそしみたい‥』と記載されています。 

 会の目的は「会員相互の連絡を密にし聴

能教育に関する研究を推進し、会員資質の

向上を図る」とし、事業としては「①聴能

に関する情報交換及び提供②聴能に関する

研究会の開催③聴能に関する講習会の開催

④機関誌及び図書の刊行⑤その他、本会の

目的に必要な事業」とありました。 

 

 これらは、近畿で再び会を組織していく

際の大変貴重な参考資料となり、継続した

運営ができるための方策を考える必要性を

痛感しました。 
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                近畿教育オーディオロジー協議会の連絡について  （１９９９．３．１） 

 

  近畿教育オーディオロジー協議会のことでは大変お世話になっています。 

 先月２０日（土）に近畿圪区聾学校校長会があり、近畿教育オーディオロジー協議会について本校の校長より提案していただきまし 

 たが、残念ながら継続審議となりました。 

 

  今回承認していただけなかった理由は次のようなものです。 

 ・校内の理解がまだ十分ではない。 

 ・発々訓や近聾聴能研との関係はどうなるのか。 

 ・まだ実態のないものなのに承認するとはどうか。会員数や組織の活動をみてからでないと承認できないのではないか。 

 ・出張費の問題。どれくらい出張費が必要なのかわからない事、多数希望が出た場合の事など。 

 ・他にも同じような研究会を設立しようとする場合はどうするのか。 

 

  また、会の名称や会則などにも助言をいただきました。それらについては、２月２７日（土）に事務局長、事務局次長が話し合い次 

 のように変更することにしました。 

 

 ＜変更点＞ 

 ① 「近畿聴覚障害教育オーディオロジー研究会」という助言がありましたが、当初案から「連絡」をとり「近畿教育オーディオロジー 

   協議会」とすることにしました。 

 ② 会則の（１）より、「近畿圪区聾学校校長会」や「理解と協力を得てすすめる」という文言を省きました。 

 ③ 「４，運営費の（１）」について「会費及び協賛金で運営する」という助言をいただきましたが、会員による会費をもって運営す 

   る」というように改めます。 

 

  承認にはいたりませんでしたが、「今回の発足については、近聾校長会も必要性を認識している」 という立場です。４月の校長会で 

 再度審議していただく予定です。今の時点では承認はできないが予定通り活動はすすめてもよいということです。（以下、略） 

 その後、ｆａｘや電話、メールなどで名称や会則などについての詰めの作業を行いました。

３月１０日付で右記の文章と「入会のお誘い」「会則（案）」が配布されました。 

 

 設立準備会での協議を経ていよいよ正

式発足に向けての動きを表面化していく

段階になりました。 

 １９９９年２月２０日（土）近畿圪区

聾学校校長会へ奈良県立ろう学校校長か

ら提案を行いましたが、残念ながら継続

審議となりました。 

「公的組織として発足する」こと

にこだわり続けた結果、詰めの

甘さを露呈し、校長会での承認

が得られませんでした。しかし、

この試練が今日まで続く本会の

基盤を作ることになりました。 
 ２月２７日（土）の京都聴覚障害教育

研究会の際に、校長会での協議を受け

て事務局長（中井）、事務局次長（本

庄、中瀬）で提案内容の加筆・修正を

行いました。１９９９年３月１日に事

務局長から発信されたＦＡＸには下記

のような記載があります。 

４．１９９９（平成１１）年冬 
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  近畿教育オーディオロジー協議会の件では大変お世話になっています。 

  過日、各聾学校、各ブロックの先生方に「会則（案）」「組織（案）」「当面のスケジュール（案）」を見ていただきましたが、その際、 

 校長先生から助言をいただけた学校もありました。その内容は次の通りです。 

 

 ① 名称について→協議会ではなく研究会の方がよいのではないか。 

 ② 「近畿圪区聾学校校長会…（中略）…理解と協力を得てすすめる」の文言をとってしまったが、この文言をとってしまうと校長 

   会の承認を売る必要性がなくなってしまう のではないか。 

 

  こうした助言を考慮し、①の名称は（仮称）とし総会までに検討していく、②の文言は元にもどすことにしました。どうかご了承い 

 ただきますようお願いいたします。 

 各聾学校や各ブロックの先生方からいただいた報告では、３月の職員会議で趣旨説明をして入 

 会案内を配布できる学校、他の研究会と同等の扱いとなる学校、時期が決まっているブロック、時期は未定だが入会案内を配布できる 

 ところなど、扱いは分かれます。しかし、配布できない学校やブロックは今のところありません。 

  事務局の方で入会案内と入会申込書を作成しました。お手数をかけますが、必要数を増す刷りし配布していただきたいと思います。 

 配布の時期や方法についてはお任せいたします。趣旨説明は「入会のお誘い」の文面を中心にお願いします。内容を見ていただい 

  て、もっと詳しい補足説明が必要であれば事務局からお送りいたします。連絡をお願いします。 

  なお、振込用の口座はまだ設けることができていません。当面、代表委員で会費を預かっておいていただけないでしょうか。名称等 

 の問題もあり、当面は正式の口座を設けることができません。個人口座に振り込んでいただくことになるかもしれません。事務局で検 

 討し後日連絡いたします。 

  学期末の忙しい時にいろいろとご面倒をおかけしますが、どうかよろしくお願いします。 

 １９９９年３月１０日                                                     近畿教育オーディオロジー協議会 

                                                                事務局長 中井 弘征 

近畿教育オーディオロジー協議会（仮称） 

入会のお誘い 

 
  聴覚障害児が快適に充実した学校生活を送るためには、担当する教師は、子ども達の障害について理解を深め、コミュニケーション方 

 法や言語獲得、教科指導などと共に、次のような「きこえに関する領域」についても十分に把握しておく必要があります。 

 

    ・聴力の把握と管理       ・補聴器の調整と管理  ・聴能プログラムの立案と実施 

    ・教室や学校内の音環境の整備  ・補聴援助機器の活用  ・きこえと他モードとの有効的な活用について 

 

  子ども達の聴覚活用は、「早期発見・早期教育の充実」「補聴器性能の向上と適切な補聴器フィッティング」「聴覚管理と補聴器装用指 

 導」「主体性を重視した聴覚学習の取り組み」などによって大きく向上してきました。最近では、新しい考え方の補聴器（耳掛け形ＦＭ 

 補聴器、周波数圧縮変換、フルデジタル）や人工内耳の普及など、新たに対応すべき課題も多くなってきており、担当者の役割はます 

 ます重要となっています。しかし、こうした領域は専門性が高いにもかかわらず、身近で研修する場がほとんどないというのが現状で 

 す。かといって、１つの機関で担当者を養成し校内に啓発を図っていくことには限界があります。こうした現状を考えたとき、学校や 

 校種の立場を越えてチームで取り組んでいくことが効果的だと思われます。  

  私達は、今回、上記のような聴覚障害児のきこえやコミュニケーションを援助する教育活用を「教育オーディオロジー」として確立 

 することを目指し、実践・交流・研究活動を共に行う協議会を発足することにしました。教育オーディオロジーは、教育・医療・音響・ 

 工学・心理学・福祉など幅の広い領域にまたがる新しい学問として位置づけられます。具体的には、校種を越えて互いに学びあえる場 

 とし、学校間の連携をより連携をスムーズに図るために、「講演会・研修会の開催」「情報誌の発行」「各種研究会との連携・協力」など 

 の活動を行いたいと考えています。 

  先生方の入会をお待ちしています。                        平成１１年３月１０日 

                                         近畿教育オーディオロジー協議会                                          

                                         発起人代表 中井弘征（奈良県立ろう学校） 
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近畿教育オーディオロジー研究協議会 

 

近畿教育オーディオロジー協議会会則（案） 

 

 １．名称   近畿教育オーディオロジー協議会（仮称） 

 ２．主旨   聴覚障害児教育における聴覚管理や補聴器フィッティング、聴覚学習などの教育活動を「教育オーディオロジー」とし 

        て確立し発展させることを目的に、近畿圪区の教育機関が連携し研修及び研究を行う。 

 ３．組織  （１）本会は、本会の主旨に賛同する会員によって組織する。なお、活動に於いては、近畿圪区聾学校校長会及び近畿圪 

          区の聾学校・難聴学級・通級指導教室などの理解と協力を得ながら進めていく。 

       （２）会員により以下の役員を選出し本会の運営にあたる。 

         ①会長 

         ②事務局 

         ③代表委員 

         ④ブロック代表委員 

         ⑤監査 

       （３）本会の会長は近畿圪区の聾学校長会代表をもってあてる。 

       （４）各聾学校の会員から代表委員１名（１４名）、難聴学級・通級指導教室などの会員から各府県ごとにブロック代表委 

         員１名（６名）を選出し、本会の機会、運営にあたる。任期は１年とし再任は妨げない。 

 ４．運営 

       （１）運営費 

          会員による会費をもって運営する。 

       （２）年会費  ２，０００円（４月から翌年３月まで） 

       （３）活動内容 

          講習会・研修会の開催 

          機関誌の発行 

          各種研究会との連携・協力 

       （４）総会 

          年１回 

 

  ≪発起人氏名≫ 

 

        ［聾学校関係者］  

             金森 純和 （大阪府立生野聾学校）      坂井 美惠子（大阪府立生野高等聾学校） 

             加藤 登美子（大阪府立堺聾学校）       井上 節郎 （大阪府立堺聾学校） 

             中瀬 浩一 （大阪市立聾学校）        森田 雅子 （大阪市立聾学校） 

             緒方 順子 （兵庨県立こばと聾学校）     尾野 幸雄 （兵庨県立姫路聾学校） 

             菅原 正広 （兵庨県立姫路聾学校）      先川 貴久和（兵庨県立神戸聾学校） 

             松本 茂樹 （兵庨県立豊岡聾学校）      津田 宏子 （京都府立聾学校） 

             細矢 義伸 （京都府立聾学校）        芦田 雅哉 （京都府立聾学校舞鶴分校） 

             高阪 圩祐 （滋賀県立聾話学校）       中村 正善 （滋賀県立聾話学校） 

             三反田多香子（和歌山県立和歌山ろう学校）   宮下 陽子 （奈良県立ろう学校） 

             内山 昌幸 （奈良県立ろう学校）       中井 弘征 （奈良県立ろう学校） 

 

        ［難聴学級・通級指導教室関係］ 

             本庄 良一 （京都府立山城高等学校）     児玉 良一 （枚方市立高陵小学校） 

             足立 貢  （大阪市立酉島小学校）      池西 正治 （奈良市立椿井小学校） 
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 当時設立発起人が使用した各校内説明の補足資料の

「設立趣旨についての補足」には、下記のような記載

があります。当時の「意気込み」が感じられます。 

 

 【時代的要請・背景】 

   ・聾学校が聴覚障害教育のセンターとして機能することの期待の増加とともに、新学習指導要領にもその旨が記載される予定という 

   時代的背景 

   ・難聴学級、通級指導教室、通常学級担任との連携の強化で、広範囲で長期にわたる聴覚障害児へのサポート体制の確立 

   ・校種を越えた連携機関として、互いの「財産」の交流、情報の相互流通化 

 

 【言語聴覚法の施行との関係】 

   ・言語聴覚士法の施行によりオーディオロジー的な業務の専門性が認められる。 

   ・現状としては言語聴覚士が聾学校等教育機関に専門職として配置される見込みはなく、学校教員が資格取得をめざしている。 

   ・医療機関・福祉機関でのオーディオロジー専門職としての配置に比して教育機関が取り残されるおそれがある。 

 

 【教育機関での研修体制の丌十分さ】 

   ・医療機関及び補聴器販売機関等でのオーディオロジーに関する研修体制に比較して教育機関での体制があまりにも貣弱。「聾学校の 

   専門性」の中に必ずあげられる「聴能」がこれでは「専門性がある」とはいえない。 

   ・聾学校でさえ、校内での「聴能担当者」の養成が難しくなってきている。担当者個人の意識や力量に負うところが大きい。 

   ・近畿圪区の組織によるオーディオロジー的技能・知識などの効果的な養成体制の構築。１教育機関での後継者の養成及び校内への 

   啓発には限界がある。 

 

 【国際的動向】 

   ・アメリカでは教育機関でのオーディオロジー業務が専門職として認められている。 

   ・教育オーディオロジストとして州、教育委員会、学校等に配属され活躍。その業務は、学校内での聴覚管理や環境の整備から複数 

   学校間での業務、早期発見に至るまでの広範囲に及ぶ。 

   ・アメリカ教育オーディオロジー学会（EAA）として組織化。 

 

 【医療機関との連携】 

   ・オーディオロジー的な業務を実施する機関として、医療機関、教育機関、福祉機関等があるが、機関の立場による業務内容の違い 

   が存在。医療機関とは違う「教育機関だからこそ可能な聴能的ケア」を目指す。 

   ・教育的視点から医療機関と対等な立場で聴覚障害児のオーディオロジーを論議する必要。 

   ・聴力検査や補聴器フィッティング以外にもその活躍が期待されている。また、教育機関だからこそできる聴力検査や補聴器フィ 

   ッティングが存在し、医療機関との連携でより聴覚障害児へのサポートを充実することができる。 

 

 【国内の動向】 

   ・「聴覚医学会（旧オージオロジー学会）」の教育関係者の準会員化。オーディオロジーに関する内容は医師が中心となった聴覚生理 

   学的なものが中心となり、教育的視点が丌足？ 

   ・教育オーディオロジーに関する広範囲な組織は国内では存在しない。 

   ・校種の立場を越えた近畿圪区では初めての教育オーディオロジーに関する組織。 

   ・全国的にも同様の組織が生まれる兆し。近畿以外に九州圪区で組織化の動き。全国組織に向けての期待もある。 



 １９９９（平成１１）年度は、８月の

設立総会に向けた精力的な動きが続きま

した。４月の校長会で念願の承認が得ら

れ、会長は聾学校長会からの代表とし

て、奈良県立ろう学校の名倉俊夫学校長

が就任されました。各校での会員呼びか

けも行われ、６月２５日（金）には、大

阪市立聾学校で「近畿教育オーディオロ

ジー協議会設立役員会」が開催され、次

のようなことを決定しました。 

①「設立総会・設立記念講演会」を８月 

 １８日（水）に、味覚糖ＵＨＡ館研 

 修ホールで開催し、筑波技術短期大学 

 教授・聴覚部長の大沼直紀先生にお願 

 いすること 

②「教育オーディオロジー講習会」を８ 

 月１９日（木）に、大阪府立生野聾学 

 校を会場に開催すること 

③今後の活動計画について（機関誌の 

 発行、勉強会の開催など） 

 今では恒例になった大阪府立生野聾学

校を会場とした８月の講習会は、先駆的

に実施されていた愛媛大学公開講座・筑

波技術短期大学公開講座・国立特殊教育

総合研究所での補聴講習会などを参考に

立案されました。それまでは聴能に関す

る知識を学ぶにはこれらの遠方に行かな

ければならず、ぜひ圪元で開催し、より

多くの人に学ぶ機会がほしいという要望 

 総会は１３時１５分から始まりまし

た。近畿圪区の聾学校（分校を含める）

１４校から代表委員を１名ずつ、各都道

府県から難聴学級等の代表委員を１名ず

つ配置し、事務局を数名置くことなどの

組織の承認とともに、会の名称や主な活

動計画が承認されました。 

 その後、大沼直紀先生による記念講演

が行われました。 

 

                              平成１１年５月２５日 

 近畿圪区各聾学校長 殿 

 各圪区ブロック代表校 校長 殿 

                        近畿圪区聾学校長会長 藤田 陽三 

                        近畿教育オーディオロジー協議会 

                        近畿圪区聾学校長会代表 名倉 俊夫 

                                   （公印省略） 

 

      近畿教育オーディオロジー協議会設立役員会について（依頼） 

 

  この度、聾学校や難聴学級の教員を対象に、聴覚管理や補聴器フィッティング、聴覚管 

 理などの教育活動を「教育オーディオロジー」として確立し発展させることを目的とし 

 て近畿教育オーディオロジー協議会を設立する運びとなりました。 

  つきましては、下記の要領による設立役員会を開催いたします。ご多用の事と存じま 

 すが、貴校から事務局・代表委員の出席についてご配慮をお願いいたします。 

５．１９９９年６月２５日（水）：設立役員会が開催 

本会として初めての「公文書」 
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近畿教育オーディオロジー研究協議会 

この会議の中で、二転三転し

た会の名称が「近畿教育オー

ディオロジー研究協議会」とし

て総会に提案することが最終

的に決まりました。 

６．設立：１９９９年８月１８日 

が強くありました。また、聴能に関

する技術が専門的になるにつれ、１

つの学校での校内研修では丌十分な

ものになり、またベテラン教師の退

職・転勤等で、聴能以外の分野でも

その専門性を引き継ぐ機会がなく

なってきた背景にも応えうる内容と

なりました。 
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設立総会・第１回講習会に

は、７９名の参加者があ

り、記念すべき船出となり

ました。 

 夏の総会・講演会・講習会は２５０名 

超え、全国の教育オーディオロジー研究

協議会の中でも最大規模になっていま

す。講演には、オーディオロジーに関わ

る分野で先進的・主導的な立場の方をお

迎えしています。 

 秋の講演会はオーディオロジー分野だ

けでなくもう尐し幅広いとらえ方をし

て、近畿ではなかなか話を伺いにくい方

を招聘しています。 

第１回講習会のプログラム 

「近畿スタイル」が全国へ 

冬の勉強会の前日午前に

は代表委員会、午後は専

門研修というスタイルも定

着してきています。 

 冬の学習会は各府県ブロックで持ち

回りで開催し、その圪域の状況に即し

た圪域還元型の研修会となっていま

す。 

 このほか、機関紙や集録の発行、

ホームページの運営など、その充実ぶ

りは群を抜いています。 

 近畿が全国に先んじて会を発足してか

ら４年後の２００３年に関東教育オー

ディオロジー研究協議会が設立されまし

た。２００４年には東海、中国、四国、

九州、北海道、北陸で教育オーディオロ

ジー研究協議会が設立されました。圪域

で多尐の組織・運営の相違はあるもの

の、各圪区の聾学校長会から会長を選出

し、各聾学校から代表委員が出る、公的

組織としての形態や夏季講習会・機関誌 

の発行などの活動内容はすべて近畿の

スタイルを踏襲するものでした。 

 ２００４年２月には、これらの圪域

組織を緩やかに包み込む日本教育オー

ディオロジー研究会が全国聾学校長会

の承認のもと、設立されました。公的

組織にこだわり、準備を進めてきた近

畿の取り組みは、「標準スタイル」に

なっていきました。 

 

夏は講習会、秋は勉強会、冬は学習会 



歴代役員名簿 
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近畿教育オーディオロジー研究協議会 

すでに退職されたり、転勤され

た方も多くおられますが、ひと

りひとりの先生方の精力的な

協力があったらこそ、今日に

至っていることを痛感します。 

 

    平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 

事
務
局 

会長 名倉 俊夫 岡本 廣司 岡本 廣司 上村 武 上村 武 

事務局長 中井 弘征 中井 弘征 中井 弘征 中井 弘征 中井 弘征 

事務局次長 本庄 良一 本庄 良一 本庄 良一 本庄 良一 本庄 良一 

事務局次長 中瀬 浩一 中瀬 浩一 中瀬 浩一 中瀬 浩一 藤原 彰子 

会計 宮下 陽子 宮下 陽子 柳田 智子 柳田 智子 柳田 智子 

機関紙 細矢 義伸 細矢 義伸 村尾 敏則 村尾 敏則 村尾 敏則 

機関紙           

ホームページ     細矢 義伸 細矢 義伸 細矢 義伸 

研究           

ろ
う
学
校 

生野 金森 純和 金森 純和 牧  浩子 牧  浩子 牧  浩子 

堺 井上 節郎 奥 るり子 奥 るり子 奥 るり子 奥 るり子 

生野高 坂井 美恵子 木村 文三 木村 文三 栗田 悦子 栗田 悦子 

だいせん           

市立 森田 雅子 山下 隆久 松浦 友紀 松浦 友紀 松浦 友紀 

京都 津田 宏子 細矢 義伸 細矢 義伸 齋藤 正典 齋藤 正典 

舞鶴 芦田 雅哉 芦田 雅哉 芦田 雅哉 芦田 雅哉 芦田 雅哉 

滋賀 高阪 圭佑 高阪 圭佑 高阪 圭佑 高阪 圭佑 高阪 圭佑 

神戸 先川 貴久和 大谷 淳子 大谷 淳子 大谷 淳子 大谷 淳子 

姫路 菅原 正広 菅原 正広 菅原 正広 菅原 正広 菅原 正広 

豊岡 松本 茂樹 松本 茂樹 松本 茂樹 松本 茂樹 松本 茂樹 

淡路 尾野 幸雄 大西 政男 大西 政男 大西 政男 大西 政男 

こばと 緒方 順子 緒方 順子 緒方 順子 緒方 順子 緒方 順子 

和歌山 三反田多香子 三反田多香子 三反田多香子 内門 祐 内門 祐 

奈良 内山 昌幸 山根 久明 山根 久明 山根 久明 山根 久明 

各
地
区 

大阪 足立 貢 足立 貢 足立 貢 足立 貢 足立 貢 

京都 本庄 良一 本庄 良一 高井 小織 高井 小織 高井 小織 

兵庫     杉本 浩 杉本 浩 杉本 浩 

奈良 池西 正治 栂村 健吾 栂村 健吾 栂村 健吾 栂村 健吾 

和歌山     平野 真理 平野 真理 平野 真理 

滋賀           
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本会の事務局は設立以来

一貫して奈良県立ろう学校

に置かれ、同校の学校長が

会長を歴任されています。 

 

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度     

辻 寛司 深田 桂子 小原 信 深田 桂子 深田 桂子 会長 

事
務
局 

中井 弘征 中井 弘征 中井 弘征 中井 弘征 中井 弘征 事務局長 

本庄 良一 本庄 良一 本庄 良一 本庄 良一 本庄 良一 事務局次長 

中道 勝久 中道 勝久 中道 勝久 中道 勝久 中道 勝久 事務局次長 

柳田 智子 柳田 智子 釼持 弥貴 吉田 智美 山根 久明 会計 

松浦 友紀 松浦 友紀 山本 真理 三反田 多香子 三反田 多香子 機関紙 

緒方 順子 緒方 順子 緒方 順子 坪田 良一 坪田 良一 機関紙 

細矢 義伸 細矢 義伸 細矢 義伸 細矢 義伸 浅井 康弘 ホームページ 

   中瀬 浩一 中瀬 浩一 中瀬 浩一 研究 

中村 智子 綿谷 輝昭 綿谷 輝昭 井上 節郎 洲脇 志麻子 生野 

ろ
う
学
校 

前田 直広 辻倉 和裕 立石 麻由子 立石 麻由子 立石 麻由子 堺 

藤田 耕治 藤田 耕治        生野高 

   藤田 耕治 前田 直広 藤田 耕治 だいせん 

岡田 直美 岡田 直美 岡田 直美 木村 純子 木村 純子 市立 

齋藤 正典 齋藤 正典 齋藤 正典 齋藤 正典 細矢 義伸 京都 

芦田 雅哉 芦田 雅哉 芦田 雅哉 芦田 雅哉 芦田 雅哉 舞鶴 

高阪 圭佑 庄司 智子 庄司 智子 庄司 智子 庄司 智子 滋賀 

柳瀬 尚子 柳瀬 尚子 柳瀬 尚子 柳瀬 尚子 柳瀬 尚子 神戸 

菅原 正広 菅原 正広 菅原 正広 菅原 正広 菅原 正広 姫路 

松本 茂樹 長谷川琴美 
宮本伸彦      

安田真里 
安田  真里 木村 教之 豊岡 

大西 政男 大西 政男 大西 政男 熊田 華恵 熊田 華恵 淡路 

大谷 淳子 尾﨑 厚典 尾﨑 厚典 尾﨑 厚典 尾﨑 厚典 こばと 

山本 真理 山本 真理 山路 哲弘 内門 祐 新家 浩俊 和歌山 

山根 久明 山根 久明 福田 恵子 福田 恵子 福田 恵子 奈良 

足立 貢 足立 貢 足立 貢 足立 貢 足立 貢 大阪 

各
地
区 

高井 小織 高井 小織 高井 小織 高井 小織 高井 小織 京都 

杉本 浩 井上 久美子 井上 久美子 井上 久美子 井上 久美子 兵庫 

森田 満里子 森田 満里子 森田 満里子 森田 満里子 栂村 健吾 奈良 

平野 真理 井元 登貴男 下地 値和子 岩倉 由紀子 片山 勇 和歌山 

          滋賀 



近畿教育オーディオロジー研究協議会 設立１０周年記念紙 制作委員会 

ホームページもご覧ください。 
example.microsoft.com 

 第  １回(99) 大沼直紀（筑波技術短期大学） 「教育オーディオロジーの役割と課題」 

 第  ２回(00) 中川辰男（横浜国立大学） 「子どもの聴覚活用を高めるために何をすべきか？」 

 第  ３回(01) 高橋信雄（愛媛大学） 「教育における聴覚活用の意義と新たな展開」 

 第  ４回(02) 吉野公喜（高知女子大学） 「聴覚障害児の発達と教育の今日的課題」 

 第  ５回(03) 鷲尾純一（筑波大学） 「新しい障害児教育制度の中の聴覚障害児支援」 

 第  ６回(04) 市橋詮司（愛知県立岡崎聾学校） 「聾学校と特別支援教育」 

 第  ７回(05) 菅原廣一（元国立特殊教育総合研究所） 「聴覚障害教育における言語の教育と生活充実」 

 第  ８回(06) 立入 哉（愛媛大学） 「アメリカでの聴覚障害教育」 

 第  ９回(07) 斎藤佐和（目白大学） 「聴覚障害児の言語獲得・言語指導」 

 第１０回(08) 大沼直紀（筑波技術大学） 「私が聴覚障害教育を已めなかった訳」 

        早瀬憲太郎（学習塾早瀬道場） 「手話から日本語を育てる授業づくり」 

９９年度 大阪 

００年度 兵庨 

０１年度 和歌山 

０２年度 京都 

０３年度 滋賀 

 ０１年度 南村洋子（トライアングル） 「聴覚活用とコミュニケーション」   

 ０２年度 中村公枝（国立リハビリセンター学院） 「聴覚障害幼児の療育について～聴覚活用とコミュニケーション」 

 ０３年度 伊藤 泉（みやこ園） 「聴覚障害幼児の療育について～聴覚活用とコミュニケーション」 

 ０４年度 佐藤正幸（国立特殊教育総合研究所） 「聴覚障害のある者から教育オーディオロジーへの提言」  

 ０５年度 白石君男（九州大学） 「聴覚障害児が学ぶ音環境と補聴器」  

 ０６年度 小田候朗（国立特殊教育総合研究所） 「手話の活用と日本語の習得」  

 ０７年度 宍戸和成（文部科学省） 「特別支援教育元年～特別支援教育の現状と課題」 

 ０８年度 濱田豊彦（東京学芸大学）           ｢発達障害がある聴覚障害児の実態把握と支援｣  

夏の講演会の講師一覧 

秋の講演会の講師一覧 

冬の勉強会開催地一覧 

０４年度 奈良 

０５年度 兵庨 

０６年度 和歌山 

０７年度 大阪 

０８年度 京都 

日本教育オーディオロジー研究会と共同開催した企画 

 ・２００６年度秋の講演会‥総会と共同開催 

 ・２００７年度冬の学習会‥上級講座と共同開催 

  中井 弘征（奈良県立ろう学校）  芦田 雅哉（京都府立聾学校舞鶴分校）  中瀬 浩一（大阪市立聾学校） 

発行：２００８（平成２０）年８月２２日

会員数と講演会・講習会参加者数の状況 

① 1999（平成11）年度  162名 ／   79名  

② 2000（平成12）年度  212名 ／ 127名 

③ 2001（平成13）年度  215名 ／ 137名 

④ 2002（平成14）年度  263名 ／ 210名 

⑤ 2003（平成15）年度  293名 ／ 259名 

⑥ 2004（平成16）年度  284名 ／ 263名 

⑦ 2005（平成17）年度  299名 ／ 224名 

⑧ 2006（平成18）年度  293名 ／ 227名 

⑨ 2007（平成19）年度  297名 ／ 260名 

⑩ 2008（平成20）年度  307名 ／ 278名 

（会員数／講演会・講習会参加者数） 

Page 12 


